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２　学力・学習状況における現状分析、目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

（　高　等　部　）　幼 児 児 童 生 徒 の 状 況

人との関わりを好み、学習活動に意欲的
に取り組むことができる。係活動など決めら
れた役割を進んで行うことができる。

身体的制約や経験不足により、校外の人との関
わりには不安が大きく、自分の気持ちや考えを伝
える経験が不足している。

達成状況具体的目標（目指す子どもの姿）

エシカル啓発活動や乳児院訪問など校外での
活動を通して、自分の思いや考えを伝える力を
育み、地域の人々との関わりの中で、社会の一
員としての自覚をもって行動しようとする。

校外での活動において、
１人１回以上、他者に向け
ての働きかけができる。

広報、乳児院訪問等、校
外での活動において、１人
１回以上他者に向けて主体
的な働きかけができた。

評価      　　Ａ

成果指標

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

事前学習や教科横断的な準備により、生徒が安心して校外活動に参加できる環境づくりについて一定の
成果をあげた。今後は、教員間の役割や指導力の共有・蓄積をさらに強化し、個々の実態に応じたコミュ
ニケーション手段の充実を図る。また、活動後の振り返りを充実させ、評価方法を工夫して生徒の学びを
広げる。

①校外活動の前に、学部
全体及びグループで事前
学 習 を 行 い 、 内 容 や 役
割、他者への発信方法を
確認する。

②校外での活動中に、他
者と関わる場面を１回以
上設け、記録に残す。

①校外活動の前には学部
やグループで事前学習を実
施し、活動内容や役割、発
信方法 を確認した。ポス
ター作成や発表練習等を
計画的に行った。
②活動中は地域の人と関
わる場面を設定し、個々の
方法で発信した。写真や動
画で生徒の様子を記録し
た。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項

①事前学習を行い、活動先や活動内容を写真や
動画で提示したり、模擬体験できるようにしたり
することで、生徒が安心して参加できるようにす
る。

②生徒の実態や役割に応じ、コミュニケーション
機器などを使って発信できるよう、個々に支援す
る。



　　




